
住所 静岡県沼津市共栄町4番地の2

氏名 木内建設株式会社沼津支店

　　　支店長　土屋隆男

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　055-922-1661

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本工業規格　Ａ列４番)

　前年度完成工事高　3,644百万円

沼津市共栄町4番地の2

　大分類：建設業　中分類：総合工事業　小分類：一般土木建築工事業

　6名

  別紙1参照

計 画 期 間

2022年 5月 27日

　　静岡県知事　川勝　平太　殿

2021年4月1日から2022年3月31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

産業廃棄物処理計画書

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処理
に関する計画を作成したので、提出します。

木内建設株式会社　沼津支店



乾電池
リサイクル
選別

リサイクル
仲介業者

破砕・溶融 再生業者 再生

蛍光灯 破砕
リサイクル
仲介業者

破砕・溶融 再生業者 再生

ガラス類 破砕
リサイクル
仲介業者

破砕・溶融 再生

ビン類 破砕
リサイクル
仲介業者

破砕・溶融 再生

廃プラス
チック類④

破砕 最終処分業者 安定型埋立

金属類 破砕
リサイクル
仲介業者

裁断・溶融 再生業者 電炉鉄材

廃プラス
チック類②

破砕 破砕・溶融 再生業者 発電原料

廃プラス
チック類③

リサイクル
選別

再生業者 発電原料

ガラス・
陶磁器くず②

破砕 最終処分業者 安定型埋立

廃プラス
チック類①

溶融 破砕・溶融 再生業者 再生

がれき類

収
集
運
搬
業
者

中
間
処
分
業
者

リサイクル
選別

リサイクル
仲介業者

リサイクル
砕石
舗装材

ガラス・
陶磁器くず①

破砕 再生業者 タイル

繊維くず② 焼却 最終処分業者 管理型埋立

作
業
所

廃石膏ボード 破砕 再生業者
石膏ボード
原料

安
定
型
品
目

紙くず③ 焼却 最終処分業者 管理型埋立

繊維くず① 焼却 再生業者 路盤材

紙くず① 破砕 再生業者 固形燃料

紙くず② 焼却 再生業者 路盤材

木くず④
リサイクル可

焼却 最終処分業者 管理型埋立

ダンボール
リサイクル
選別

リサイクル
仲介業者

裁断・溶融 再生業者 再生紙

破砕 再生業者 燃焼

木くず③ 焼却 再生業者 路盤材

【別紙１】 産業廃棄物の一連の処理工程

管
理
型
品
目

木くず①

収
集
運
搬
業
者

中
間
処
分
業
者

破砕 再生業者 古紙・再生紙他

木くず②



産業廃棄物の種類 別紙2参照

排 出 量 1332.29t ｔ

産業廃棄物の種類 別紙2参照

排 出 量 2,000t ｔ

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
廃プラスチック、金属くず、木くず、紙くず、石膏ボードの分別収集を実
施して再生処理委託している。金属くずは有価物として処理している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
各品目の分別処理精度を向上し、リサイクル率を高めるよう、作業所へ指
導、推進してゆく

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（2021年度）実績】

（これまでに実施した取組）
廃プラスチック、金属くず、紙くず、木くず、石膏ボード等の分別リサイ
クル率を高め、廃材減量化を目指し各種の分別収集を徹底しておこなっ
た。

(第２面)

（管理体制図）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
施工予定物件について排出量を検討した結果、2021年度の目標を2,000tと
し、今後の取り組みとして産廃分別処理の向上推進し、リサイクル率を高
めるよう作業所へ指導してゆく。

産業廃棄物責任
者管理責任者

施工業務部門

工務課

建築部工事課

品質安全管理室

作業所

アフターサービス工事

処理計画作成 廃棄物担当

廃棄物担当

廃棄物監視

沼津支店総務課

処理計画及び処理計画書作成

処理計画統括責任者



2021年度現状

2021年度排
出量

2022年度計
画排出量

2021年度排
出抑制量 単位 処理方法

656.66 1,000.00 (343.34) ｔ
産廃処理業者
に委託

446.66 530.00 (83.34) ｔ 〃

0.00 10.00 (10.00) ｔ 〃

1.40 20.00 (18.60) ｔ 〃

8.79 15.00 (6.22) ｔ 〃

38.99 30.00 8.99 ｔ 〃

18.43 20.00 (1.57) ｔ 〃

0.00 5.00 (5.00) ｔ 〃

0.00 10.00 (10.00) ｔ 〃

12.45 10.00 2.45 ｔ 〃

21.34 50.00 (28.66) ｔ 〃

0.18 10.00 (9.82) ｔ 〃

44.50 70.00 (25.50) ｔ 〃

84.50 100.00 (15.50) ｔ 〃

0.00 10.00 (10.00) ｔ 〃

0.00 5.00 (5.00) ｔ 〃

0.00 0.00 0.00 ｔ 〃

水
銀
使

用
製
品

0.00 5.00 (5.00) ｔ 〃

1,333.89 1,900.00 (566.11) ｔ

産業廃棄物の処分の委託に関する事項　　別紙2

廃棄物の種類

　
　
安
定
型
品
目

コ ン ク リー ト が ら

ア ス コ ン が ら

その他がれき類

ガラス・陶磁器くず

廃プラスチック類

金 属 く ず

混合（安定型のみ）

蛍光灯

合 計

石綿含有産業廃棄
物

廃 油

繊 維 く ず

廃石膏ボー ド類

　
　
　
管
理
型
品
目

建 設 汚 泥

紙 く ず

木 く ず

石綿含有産業廃棄
物

特
管

廃 石 綿 等

混合（管理型含む）



産 業 廃 棄 物 の 種 類 該当なし

産 業 廃 棄 物 の 種 類 該当なし

産 業 廃 棄 物 の 種 類 該当なし

産 業 廃 棄 物 の 種 類 該当なし

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

【前年度（2021年度）実績】

0ｔ

0ｔ

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【目標】

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量した産業廃棄物の量

自ら再生利用を行った産
業 廃 棄 物 の 量

【目標】

②計画

ｔ

【前年度（2021年度）実績】

0ｔ

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

（今後実施する予定の取組）
自ら産業廃棄物の熱回収及び中間処理を行なう予定はない。

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

0ｔ

①現状

（今後実施する予定の取組）
自ら産業廃棄物の再生利用を行なう予定はない。

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量する産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）
自ら産業廃棄物の熱回収及び中間処理を行なったことはない。

0ｔ ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）
自ら産業廃棄物の再生利用を行なったことはない。

ｔ

ｔ

ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
産 業 廃 棄 物 の 量



該当なし

該当なし

別紙3参照

1332.29ｔ ｔ

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0ｔ ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

0ｔ ｔ

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（2021年度）実績】

全 処 理 委 託 量

【目標】

0ｔ

①現状

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

（これまでに実施した取組）
優良認定業者へ優先して処理依頼するよう作業所に指示、指導している。

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ
再生利用業者への処
理 委 託 量

ｔ487.55ｔ

【前年度（2021年度）実績】

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋
投入処分を行う産業廃
棄 物 の 量

自ら埋立処分又は海洋
投入処分を行った産業
廃 棄 物 の 量

1332.29ｔ

（今後実施する予定の取組）
自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分を行う予定はない。

0ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）
自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分を行ったことはない。



2021年度現状

全処理委託量
優良認定処理業者
への処理委託量

再生処理業者
への処理委託

量

認定熱回収業
者への処理委

託量

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う
業者への処理委託

量

単位

656.66 110.97 656.66 0.00 0.00 ｔ

445.06 272.30 445.06 0.00 0.00 ｔ

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 ｔ

1.40 1.40 1.40 0.00 0.00 ｔ

8.79 1.40 8.79 0.00 0.00 ｔ

38.99 25.43 38.99 0.00 0.00 ｔ

18.43 11.49 18.43 0.00 0.00 ｔ

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 ｔ

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 ｔ

12.45 12.45 12.45 0.00 0.00 ｔ

21.34 11.17 21.34 0.00 0.00 ｔ

0.18 0.18 0.18 0.00 0.00 ｔ

44.50 14.90 44.50 0.00 0.00 ｔ

84.50 25.87 84.50 0.00 0.00 ｔ

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 ｔ

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 ｔ

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 ｔ

水
銀
使

用
製
品

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 ｔ

1332.29 487.56 1332.29 0.00 0.00 ｔ

産業廃棄物の処分の委託に関する事項　　別紙3

産業廃棄物の種類

　
　
安
定
型
品
目

コ ン ク リ ー ト が ら

ア ス コ ン が ら

その他がれき類

ガラス・陶磁器くず

廃プラスチック類

金 属 く ず

混合（安定型のみ）

蛍光灯

合 計

石綿含有産業廃棄
物

廃 油

繊 維 く ず

廃石膏ボー ド類

　
　
　
管
理
型
品
目

建 設 汚 泥

紙 く ず

木 く ず

石綿含有産業廃棄
物

特
管

廃 石 綿 等

混合（管理型含む）



別紙4参照

1,900.00 ｔ

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

670 ｔ

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0ｔ ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

0ｔ ｔ

ｔ

（今後実施する予定の取組）
コンクリートがら、アスファルトコンクリートがら、金属くず、木くず等のリサ
イクル率を高め、今現在の排出事業所を含め今後見込まれる現場に対しては優良
認定処理業者への依頼を指示し、減量化およびゼロミッションの推進による廃棄
物削減に努める。

（第５面）

②計画

再生利用業者への処
理 委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

1900



2022年度計画

全処理委託量
優良認定処理業者
への処理委託量

再生処理業者
への処理委託

量

認定熱回収業
者への処理委

託量

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う
業者への処理委託

量

単位

1,000.00 350.00 984.99 0.00 0.00 ｔ

530.00 190.00 667.59 0.00 0.00 ｔ

10.00 0.00 10.00 0.00 0.00 ｔ

20.00 7.00 20.00 0.00 0.00 ｔ

15.00 6.00 15.00 0.00 0.00 ｔ

30.00 10.00 15.00 0.00 0.00 ｔ

20.00 7.00 20.00 0.00 0.00 ｔ

5.00 0.00 5.00 0.00 0.00 ｔ

10.00 0.00 10.00 0.00 0.00 ｔ

10.00 3.00 10.00 0.00 0.00 ｔ

50.00 30.00 40.00 0.00 0.00 ｔ

10.00 5.00 10.00 0.00 0.00 ｔ

70.00 30.00 75.65 0.00 0.00 ｔ

100.00 30.00 126.75 0.00 0.00 ｔ

10.00 0.00 10.00 0.00 0.00 ｔ

5.00 0.00 5.00 0.00 0.00 ｔ

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 ｔ

水
銀
使

用
製
品

5.00 2.00 5.00 0.00 0.00 ｔ

1,900.00 670.00 2,029.98 0.00 0.00 ｔ

産業廃棄物の処分の委託に関する事項　　別紙4

産業廃棄物の種類

　
　
安
定
型
品
目

コ ン ク リ ー ト が ら

ア ス コ ン が ら

その他がれき類

ガラス・陶磁器くず

廃プラスチック類

金 属 く ず

混合（安定型のみ）

蛍光灯

合 計

石綿含有産業廃棄
物

廃 油

繊 維 く ず

廃石膏ボー ド類

　
　
　
管
理
型
品
目

建 設 汚 泥

紙 く ず

木 く ず

石綿含有産業廃棄
物

特
管

廃 石 綿 等

混合（管理型含む）


